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第 2 章では，大型高速炉を模擬した 3 次元多群拡散計算を，短い計算時間と小さな記憶容量で行うた
め原型炉に対して開発された従来の修正粗メッシュ法を改良し精度を向上させている。



























(5) 応答行列法に Pl 成分を取り入れ，輸送効果を短い計算時間で精度よく計算できるようにしたこと。
以上のように，本論文はFBR炉心設計法に新しい手法を提案したもので，炉物理および炉設計に寄
与するところが大きく博士論文として価値あるものと認めるO
?????
